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　２０１７年３月期は経営方針に
「お客様の御役に立つ腕前に集
中して更なる発展への道を創造
する」を掲げ、朝日ラバーグルー
プの「着実な事業基盤の強化」と
「企業体質強化」を進めていま
す。その第２四半期連結実績は、
当初見通しより売上高、利益と
も上回ることができました。主力
製品である自動車分野向け
ＡＳＡＣＯＬＯＲＬＥＤ、医療分野向
けディスポーザブル製品など、
既存事業の持続的成長を促す

新規受注活動が実り、売上げが好調に推移しました。またＲＦＩＤタグ用
ゴム製品は、ようやく新機種対応につながる受注調整が一巡した事か
ら売上げが戻り基調にあります。展示会出展やお客様へのミニプレ
ゼン会など、地道な一歩を重ねながら「お客様から期待される腕前つ
くり」を継続的に推進してきた活動が「お客様の楽しみ」に結びつき始
めたと考えています。

　中期経営計画「Ｖ－１計画」で進める新市場・新分野への事業展開で
は、コア技術の「できること」を増やしながら積極的なアプローチを進
めています。ライフサイエンス分野では、お客様の研究開発を支えな
がら将来の事業化を見据えた基盤つくりを継続的に推進しています。
またコア技術の深耕につながる研究開発のために産総研の福島再生
可能エネルギー研究所と「風車用プラズマ気流制御電極の特性評
価」を手掛け始めました。まだまだ種蒔きの段階なので多くの試行錯
誤が必要ですが、新たな付加価値が提案できるよう育んでいきます。
　現在、来年度からスタートする「ＡＲ－２０２０ＶＩＳＩＯＮ」に向けた中期
経営計画「Ｖ－２計画」策定作業を進めています。当社が扱っているゴ
ムの特長をもっと活かした商品づくりや、楽しさ溢れる会社つくりを
軸に、朝日ラバーグループが世の中と「つながる」未来を描いていま
す。新工場の白河第二工場の建設も予定通り進んでおり、来年２月に
竣工する予定です。創業者が残した「弾性無限」というフレーズを胸に
秘め、お客様への御役立ち度が高まるような製品・事業づくり、そし
て、会社組織を含めた体制・基盤づくりをしっかり行いながら持続的
な成長を目指していきます。
　今後とも、朝日ラバーグループの成長にご期待いただき、より一層
のご支援を賜わりますようよろしくお願いいたします。

代表取締役社長

証券コード：５１６２

第４７期 第２四半期実績 連結財務ハイライト

決算のポイント

自動車関連製品のＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＥＤ、また情報通信向けのＲＦＩＤタグ用ゴム製品や医療用ゴム製品の受注が好調で
前年同期比で増収増益となりました。売上高と各利益指標は過去最高となりました。今後の見通しも堅調で、２０１７年
３月期通期の業績予測を当初予測より上方修正しました。

ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＥＤや
ＲＦＩＤタグ用ゴム製
品、医療用ゴム製品
など主力製品の受注
が好調で増収増益と
なりました。
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（単位：百万円）

ごあいさつ

新規受注活動が奏功し増収を達成。
来年度スタートの新中期経営計画（V－２計画）に向け、
着実な事業基盤の強化と企業体質の強化を進めます。
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第１１次三ヵ年中期経営計画（V－１計画）目標達成に向けて
重点施策の取り組み

重点事業 PICKＵＰ①

ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ FILTER

ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ RESIST INK

重点事業

「Ｖ－１計画」では、２０２０年に向けた事業基盤の強化と整備のために、新市場・新分野への事業展開に取り組んでいます。当社独自の技術を
応用して今までにない付加価値を提供することで、お客様に満足いただく製品を供給していきます。

ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＥＤは自動車の内装照明の光源としてさらに拡売を進め、収
益の基盤となる利益を稼ぐ当社の主力製品です。また、独自のゴムの配合
技術を生かしたスイッチ用のゴム製品の接点ラバーや防水カバーなどが自
動車向けに採用されています。

安全性の高い材料を使用し、ゴムの特性を生かした製品づくりで、医療現場
の安全に貢献し、使いやすさを追求したゴム製品を供給しています。さらに
次の新製品開発に向けて、要素技術の深掘りを進めます。

卓球ラケット用ラバーは、球を高速で弾く反発弾性や強烈なスピンをかける高
摩擦抵抗などを追求した、世界最高品質と性能を持つ製品です。マイクロ流
体デバイスは、ＤＮＡをはじめ様々な液体や気体を分析する生化学分析デバイ
スです。当社にとって新しい分野の新製品として本格的に量産化を進めます。

ＲＦＩＤタグ用ゴム製品は、ＩＣチップやアンテナ部をゴム素材で覆い、折り曲
げに強く、耐水性、耐熱性に優れた、柔らかい小型のＩＣタグです。特に海外
の市場で多くの受注をいただいています。他にもＬＥＤ基板用の高反射率を
実現するASA COLOR RESIST INKやASA COLOR LENSなど、当社独自
の技術を生かして他社に真似のできない製品を展開しています。

も
っ
と
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ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ FILTERとは？
ＡＳＡＣＯＬＯＲＬＥＤはＬＥＤ一つずつにキャッ
プを被せて光を調整しますが、ＡＳＡＣＯＬＯＲ 
ＦＩＬＴＥＲは、照明器具全てを一つのシートで光
を変換するシリコーンゴム製の照明色変換用
カラーフィルターです。シリコーンゴムの特性
を活かした耐熱性と色抜けの少なさが最大の
特徴で、店舗などの一般照明や自動車内装な
ど、様々な用途にご使用いただけます。

ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ RESIST INKとは？
ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＲＥＳＩＳＴ ＩＮＫはＬＥＤ向けプリント基板用の耐性が高く、かつ、
反射率の高いシリコーン製白色レジスト材料で、独自の配合技術により、白
色で反射率９５％以上の特性を持つため、ＬＥＤの高い光取出し効率をサポー
トします。プリント基板以外にもＬＥＤ自体の材料向けの反射材としての活用
も進めています。

標準化に向けた取り組み
品質と性能をアピールするため、経済産業省の創設した「新市場型標準化制
度」に申請し、活用が決定しました。今後、一般社団法人日本規格協会が原案
作成委員会を構成し、標準化の原案作成が行われます。原案作成後、日本工
業標準調査会による審議を経て、国内標準（ＪＩＳ）となります。

ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＦＩＬＴＥＲは一般的な色変換フィ
ルムに比べ色抜けや耐候性に優れた性能を
持っています。加工性に優れ、ワンタッチで色
味を調整できるため、照明器具の施工後に急
遽、色味を調整したいというお話も多く、ス
ピードのある対応力が試される製品です。
ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＡＭＰ ＣＡＰで培われた色調整
技術や加工技術を駆使し、新たな形でお客様

の力になれるよう
な製品開発を目
指していきます。

開発の現場から

重点事業 PICKＵＰ②も
っ
と
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り
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い

RFIDタグ用ゴム製品
RFIDタグ用ゴム製品とは？

ＲＦＩＤとは、ＩＣチップとアンテナ部がつながっていて特定の周波数の電波を
送ると同時に持っている情報を読み込んだり書き込んだりすることができる
自動認識技術です。当社は独自の分子接着・接合技術により、ゴムでこのＩＣ
チップとアンテナ部をサンドイッチ状に挟み込み保護して水や圧力、折り曲
げにも耐えられる製品を開発しました。

自動認識技術が様々な分野や用途で使用されることで、私たちが生活して
いく上で情報の間違いが減りさらに便利になります。接着剤で挟み込む方
法だと水に触れる機会の多い使用や高い圧力や急激な折り曲げに耐えられ
ません。当社の製品はこうしたユーザーのニーズを満足し、これまでの使用
実績で高い信頼性を得ています。

他社製品との違いは？

重点事業 PICKＵＰ③も
っ
と
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り
た
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主な製品：ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＥＤ、
接点ラバー、防水カバー

自動車分野

主な製品：プレフィルドシリンジ用ガスケット、
採血用・薬液混注用ゴム栓

医療分野

主な製品：卓球ラケット用ラバー、
マイクロ流体デバイス

ライフサイエンス分野

主な製品：ＲＦＩＤタグ用ゴム製品

その他分野

耐熱・耐候性に優れ
屋外でも長期間ご使用頂けます

ASA COLOR RESIST INKは高反射、高耐
熱、高耐候性に優れた製品です。LEDの高輝
度化に伴う熱により周辺部材の劣化が問題と
なっております。耐熱性の優れたシリコーン
材料をベースにすることで長期間高い反射
率を維持することが可能となり、より明るい
LED照明としてご提供することが出来ます。
配合技術を生かし様々な付加価値をつける

ことが出来るの
もこの製品の魅
力です。

開発の現場から

９５％以上の高い反射率

白河工場
技術１グループ

増子 直也

白河工場
技術２グループ

五十嵐 直人

株式会社ＬＣＩ ＪＡＰＡＮ様　ショールーム（代官山）

シリコーンゴム 
０．３０mm

フィルム 
０．０５mm



白河第二工場の建設は順調に進んでいます
福島県白河市の「工業の森・新白河」内にある白河工場
の敷地内に建設中の白河第二工場は、予定通りの工期
で来年２月の竣工に向けて進んでいます。工場の全て
の生産エリアはクリーンルーム対応で、現行の白河工場
の１．２倍以上の規模となり、精密なものづくりが要求さ
れるマイクロ流体デバイスや医療分野向けの製品の生
産が可能です。また、省エネ工場を意識して全フロアー
にＬＥＤ照明や各所にセンサースイッチも多く採用する
計画です。

株式の状況／会社概要

株式の状況
発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

会社概要

株主メモ

所有者別株式の分布状況

個人・その他
５９.５％

１１，５００，０００株
４，６１８，５２０株

２，９８１名

〒３３０－０８０１ 埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目７番２
ＴＥＬ ： ０４８－６５０－６０５１　ＦＡＸ ： ０４８－６５０－５２０１

（平成２８年９月３０日現在）

事 業 年 度
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会

商 号

所 在 地
設 立
資 本 金
証 券コ ード
正 社 員 数
主な業務内容

埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目７番２
昭和５１年６月 （創業 昭和４５年５月）
５億１，６８７万円
５１６２
２７１名
工業用ゴム製品の製造・販売

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

役 員

株式会社朝日ラバー （ＡＳＡＨＩ ＲＵＢＢＥＲ ＩＮＣ．）
http://www.asahi－rubber.co.jp/

主な事業所 本社 ： 埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目７番２
大阪営業所／名古屋営業所／福島工場／
第二福島工場／白河工場
取締役会長
代表取締役社長
取締役
取締役
取締役
取締役（監査等委員）（社外）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）（社外）

横山 林
渡邉 陽一郎
髙木 和久
滝田 充
田崎 益次
鈴木 敦
亀本 順志
馬場 正治

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所

公 告 の 方 法

４月１日～翌年３月３１日
３月３１日
９月３０日
毎年６月に開催

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社証券代行部
〒１３７－８０８１
東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
ＴＥＬ ： ０１２０－２３２－７１１（通話料無料）
東京証券取引所
（ＪＡＳＤＡＱスタンダード）
電子公告により行う
公告掲載ＵＲＬ
http://www.asahi－rubber.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に公告いたします。）

（ご注意）
株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求、配当金の振込指定その他各種お手続きにつきま
しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口
座を開設されている証券会社等にお問合わせください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）で
はお取り扱いできませんのでご注意ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理
機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合わせくだ
さい。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店にてもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。

１．

２．

３．

金融機関
２０．４％

その他の法人
１５．３％

金融商品取引業者
２．２％

外国法人等
１．１％

自己名義株式
１．５％

所有株式数
４,６１８,５２0株

大株主

持株比率は自己株式（７０，９１２株）を控除して計算しております。

持株数株主名 持株比率
有限会社伊藤コーポレーション
伊藤 尚美
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
株式会社武蔵野銀行
朝日ラバー共栄持株会

５６７,５００
２２８,７００
２２２,５２８
１９６,５００
１５３,２００

１２.５
５.０
４.９
４.３
３.４

※1

※1 

（株） （％）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
Easy to read universal design 
fonts that are used.


